
池田のエノキは、廿原に通じる街道の目印となっていた

といわれ、樹齢や太さから貴重であると昭和51年4月16日

に市の天然記念物に指定されました。その後樹勢が弱り、

何度も保護処置を行いましたが、幹の腐朽による空洞化が

進み、張り出した枝

のバランスも悪い状

態で、倒木の危険性

が高くなっていまし

た。倒れた場合の被

害を考慮し、令和2年

6月25日に指定解除

しました。

　多治見市は古くからやきものの産地として知られています。 8 世紀に須恵器の生産が始まり、 9 世紀後半に

は植物の灰の釉薬を施した灰釉陶器が生産されるようになりました。 11 世紀後半には、 庶民の器である無

釉の碗と小皿を主体とした山茶碗が大量に生産されました。

　16 世紀、 地上式の大窯の登場により釉薬をかけた製品が焼かれ、 瀬戸黒や黄瀬戸、 志野などの茶陶も

焼かれるようになりました。 江戸時代には連房式登り窯が導入され、 庶民向けの雑器が多く生産されました。

こうした技術の発展は明治以降も続き、 現代に至っています。

　今回の企画展では、 古代から中世に焦点を当てて展示をしています。 それぞれの時代における特徴的

な資料を展示する一方で、緑釉陶器や文字・画つきの陶器、陶硯といった特殊なやきものも紹介しています。

美濃焼の歴史について学ぶことができるのと同時に、 多治見ならではのやきものを堪能できる展示となって

います。

　

　これまで埋蔵文化財の発掘調査業務は教育委員会が全て担ってきましたが、 令和2年度から、 一部の業務を （公財）

多治見市文化振興事業団に委託することになりました。 事業団では 「埋蔵文化財発掘調査室」 を新たに設置して、

発掘調査業務等を行っています。 主な業務は、 以下の通りです。

・周知の埋蔵文化財包蔵地の存在確認（土木工事の予定地が、周知の埋蔵文化財包蔵地に該当するかどうかの
　問い合わせへの対応）
・開発に伴う試掘や発掘調査業務
・発掘調査に伴い出土した遺物等の整理及び発掘調査報告書の執筆・刊行
　多治見市では、 埋蔵文化財発掘調査室と協力して埋蔵文化財の保護や普及 ・ 啓発に努めていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 〔問い合わせ〕　（公財） 多治見市文化振興事業団 「埋蔵文化財発掘調査室」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  多治見市旭ヶ丘 10-6-26　多治見市文化財保護センター内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                     　　TEL　090-6088-6672　　FAX　0572-74-3709　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                      　 E-mail　maibun＠tajimi-bunka.or.jp



　8月6日に、 小泉小学校の6年生を対象として、 「美濃焼の歴史と高社」 と

題した出張授業を行いました。

　まず、 多治見がなぜやきもので有名になったのかを、 原料、 技術者、

流通ルート、 技術開発の4つのポイントで説明しました。 その後、 多治見の

やきものの歴史、 小泉小校下の高社山のやきものづくりや、 伝承について

説明しました。児童たちは熱心に話を聞いていて、 積極的に発言してくれ

ました。 説明を聞いた後は、 興味津々にやきものを見学していました。

　地域の歴史に対する理解を深めてくれたと感じています。
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